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山
梨
県
峡き
ょ
う
と
う東
地
域
は
標
高
３
０
０
０

ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
甲
府
盆
地
の

一
角
に
あ
り
（
甲
州
市
、
笛
吹
市
、
山

梨
市
か
ら
成
る
）、
日
本
一
の
「
果
樹
産

地
」
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
は
全

国
の
25
％
、
モ
モ
は
32
％
を
占
め
る
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
で
あ
り
、
日

本
で
唯
一
「
ワ
イ
ン
文
化
」
が
根
付
い

て
い
る
地
域
で
あ
る
。

果
樹
に
特
化
し
た
農
業
産
地
で
あ

る
。
果
樹
が
農
業
生
産
額
の
“
９
割
”

を
占
め
て
い
る
（
後
出
表
１
参
照
）。

栽
培
さ
れ
て
い
る
果
樹
は
ブ
ド
ウ
、

モ
モ
、
柿
、
ス
モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

梨
な
ど
10
品
目
以
上
、
品
種
・
系
統
数

は
３
０
０
以
上
。
い
ま
大
人
気
の
ブ
ド

ウ
品
種
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は

岡
山
県
か
ら
苗
木
を
導
入
し
た
も
の
で

あ
る
が
（
農
研
機
構
育
成
）、
い
ま
や
峡

東
地
域
が
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
。

峡
東
の
農
業
経
営
者
の
力
量
の
高
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。

甲
府
盆
地
の
農
地
は
、
周
囲
の
山
々

の
土
砂
を
河
川
が
運
び
形
成
さ
れ
た
扇

状
地
で
あ
る
。
扇
状
地
は
水
利
が
得
に

く
く
、
水
田
に
向
か
な
い
た
め
、
ブ
ド

ウ
や
モ
モ
、
柿
が
栽
培
さ
れ
た
わ
け
だ
。

土
壌
は
水
は
け
が
よ
く
、
果
樹
栽
培
に

適
し
て
い
る
。
ま
た
、
盆
地
特
有
の
内

陸
性
気
候
で
、
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き

く
、
日
照
時
間
も
長
く
、
美
味
し
い
果

物
を
産
ん
で
い
る
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
景
観
）
が
い
い
。

非
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
だ
。
扇
状
地

の
扇
頂
に
あ
る
勝
沼
地
区
は
傾
斜
が
あ

り
、
ブ
ド
ウ
に
特
化
し
て
い
る
が
、
扇

端
の
笛
吹
市
は
モ
モ
が
多
い
（
ブ
ド
ウ

も
）。
地
質
や
傾
斜
、
気
候
条
件
に
適

応
し
た
果
樹
の
品
目
や
品
種
の
棲
み
分

け
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
適
地
適
作
の

土
地
利
用
が
モ
ザ
イ
ク
状
の
独
特
の
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
。

ジ
オ
（
大
地
）
や
気
候
条
件
だ
け
で

は
な
い
。
歴
史
や
文
化
・
文
明
も
、
峡

東
地
域
の
風
土
記
に
は
必
須
で
あ
る
。

古
く
は
江
戸
時
代
の
大
動
脈
・
甲
州
街

道
、
戦
後
は
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
や
中
央

自
動
車
道
開
通
の
影
響
も
大
き
い
。
今

日
、
峡
東
地
域
の
果
樹
産
業
は
観
光
農

園
、
直
売
所
、
通
販
で
発
展
し
、
６
次

産
業
化
し
て
い
る
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

扇
状
地
は
果
樹
適
地
で
あ
る
が
、
峡
東
地
域
は
農
業
者
の
レ
ベ
ル
が
高
い
。
観
光
農
園
、
宅
配
な
ど
個
人
出
荷

が
多
く
、
農
協
依
存
は
少
な
い
。
農
家
が
独
自
品
種
を
自
ら
開
発
、
ま
る
で
試
験
場
だ
。
勝
沼
地
区
の
美
し
い

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
「
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
で
カ
ネ
と
れ
る
人
が
い
る
か
ら
保
全
さ
れ
る
」。
実
業
家
の
直
言
だ
。

先
進
国
型
仕
様
の
世
界
農
業
遺
産

商
業
発
展
が
果
樹
産
地
の
発
展
を
誘
導
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日
本
一の
果
樹
産
地

1

シ
ョ
ン
の
影
響
も
あ
り
、
東
京
が
近
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
京

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
が
日
持
ち
し

な
い
モ
モ
の
産
地
振
興
を
導
い
た
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
狭
い
農
地
で

収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
現
し
、

小
規
模
な
家
族
経
営
で
安
定
的
な
暮
ら

し
を
維
持
し
て
い
る
点
だ
。
ブ
ド
ウ
と

モ
モ
の
複
合
経
営
が
多
い
が
、
ど
の
圃

場
も
草
生
栽
培
で
あ
り
、
土
壌
流
亡
防

止
や
、
昆
虫
な
ど
生
き
物
が
多
く
生
物

多
様
性
に
寄
与
し
て
い
る
。

日
本
一
の
果
樹
産
地
へ
の
発
展
、
小

規
模
な
家
族
経
営
の
維
持
、
生
物
多
様

性
、
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
２
０
２
２
年
７
月
、
国
連

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
「
世

界
農
業
遺
産
」（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
認
定

さ
れ
た
。
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ろ
う
か
、衰
退
地
域
の
認
定
が
多
い
（
高

度
成
長
期
以
降
の
60
年
間
で
人
口
減
50

～
60
％
の
地
域
が
多
い
）。

こ
れ
に
対
し
、
峡
東
地
域
は
先
進
的

な
果
樹
産
地
で
あ
り
、
技
術
開
発
力
や

経
営
力
に
示
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
人
的
資
本
）
の
高
い
農
業
経

営
者
が
多
い
。
先
進
国
型
産
業
の
様
相

を
帯
び
て
お
り
、
過
去
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

認
定
地
域
と
は
違
う
。

シ
ス
テ
ム
名
は
「
峡
東
地
域
の
扇
状

地
に
適
応
し
た
果
樹
農
業
シ
ス
テ
ム
」。

認
定
地
域
は
山
梨
市
、
笛
吹
市
、
甲
州

市
の
３
市
、
面
積
７
５
６
㎢
、
人
口
約

13
万
人
（
２
０
２
０
国
勢
調
査
）。

“
先
進
国
型
仕
様
”
の
世
界
農
業
遺
産

認
定
で
あ
ろ
う
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は
、
も

と
も
と
発
展
途
上
国
を
対
象
に
し
た
制

度
で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
そ
の
ま
ま
導
入
し
て
い
る
た
め
で
あ

約
50
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る

（
ま
だ
販
売
し
て
い
な
い
も
の
を
含
め
る

と
80
種
類
）。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は

06
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
新
し
い
品
種

で
、
糖
度
が
高
く
、
果
皮
は
薄
く
て
柔

ら
か
く
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
、
ジ
ュ
ー
シ

ー
で
上
品
な
甘
み
と
香
り
が
楽
し
め

る
。
現
在
、
一
番
人
気
の
あ
る
品
種
で

あ
る
。
１
㎏
当
た
り
直
売
価
格
は
巨
峰

２
０
０
０
円
（
３
年
前
１
０
０
０
円
）、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
２
５
０
０
円（
同

１
７
０
０
円
）
で
あ
る
。
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
だ
け
で
売
上
が
数
千
万
円
に

な
る
（
仕
入
れ
を
含
め
て
。
販
売
の
30

～
40
％
は
仕
入
れ
分
）。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
果
皮
は
青

色
で
あ
る
が
、
久
保
田
園
は
13
年
に
果

皮
が
“
赤
い
”
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
売
り
出
し
た
。
久
保
田
氏
が
開
発
し

た
新
品
種
で
あ
る
。「
赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」と
は“
ワ
ー
ド
”が
す
ご
い
。

集
客
力
が
あ
る
。
久
保
田
園
の
ブ
ド
ウ

狩
り
に
は
年
間
２・５
万
人
も
来
る
（
コ

ロ
ナ
前
）。
９
月
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に

は
１
日
１
５
０
０
人
に
達
す
る
。

い
ま
、
久
保
田
氏
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
を
３
品
種
持
っ
て
い
る
。
差
別
化
に

成
功
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が「
１
億
円
農
家
」の
背
景
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
果

も
大
き
い
。

６
次
産
業
化
し
た
町

2ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光

勝
沼
（
甲
州
市
）
は
結
構
、
観
光
地

で
あ
る
。
人
口
８
０
０
０
人
の
小
さ
な

町
に
、
年
間
２
５
０
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
（
２
０
１
８
年
）。
人
口
１
人
当

り
入
込
観
光
客
数
は
、
鎌
倉
市
１
１
８

人
、
北
海
道
富
良
野
市
83
人
、
等
々
で

あ
る
が
、
勝
沼
は
３
０
０
人
、
超
有
名

な
観
光
地
よ
り
観
光
密
度
が
高
い
。
ち

な
み
に
、
軽
井
沢
は
４
４
９
人
で
あ
る
。

軽
井
沢
を
除
け
ば
、
勝
沼
は
最
上
位
に

あ
る
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
観
光
地

域
と
い
え
よ
う
。

観
光
農
園
で
の
ブ
ド
ウ
狩
り
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
イ

ン
購
入
。
風
光
明
媚
な
田
園
都
市
の
散

策
も
人
気
の
背
景
だ
。
女
性
客
の
比
率

農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
っ

て
減
少
し
て
い
る
が
、
い
ま
で
も
観
光

ブ
ド
ウ
園
は
１
3
０
軒
あ
る
（
観
光
協

会
会
員
）。
近
年
は
ブ
ド
ウ
狩
り
よ
り

も
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
客
の
方
が
増
え
て

い
る
よ
う
だ
。

生
活
面
で
も
、
結
婚
式
や
懇
親
の
集

ま
り
で
は
清
酒
で
は
な
く
、
ワ
イ
ン
を

１
升
瓶
か
ら
湯
飲
み
茶
碗
で
が
ぶ
飲
み

す
る
な
ど
、
ワ
イ
ン
文
化
が
浸
透
し
て

い
る
。
２
０
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
浅

間
神
社
（
一
宮
町
）
の
お
神
酒
は
ワ
イ

ン
で
あ
る
。

赤
い
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
開
発

勝
沼
の
真
っ
た
だ
中
、
ブ
ド
ウ
の
ほ

か
一
切
な
い
地
域
に
立
地
す
る
久
保
田

園
（
久
保
田
雅
史
氏
、
44
歳
）
は
一
番

人
気
の
観
光
ブ
ド
ウ
園
で
あ
る
。
久
保

田
氏
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
優
れ
、
新

品
種
開
発
に
も
積
極
的
で
、「
赤
い
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
も
持
っ
て
い
る
。

大
学
で
経
済
学
を
学
び
、
父
の
跡
を

継
い
で
就
農
し
た
。
売
上
高
は
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ブ
ド
ウ
の
紹
介
な
ど
で
伸

び
続
け
、
ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
い
う
間
に
、

１
億
円
に
な
っ
た
。
本
人
曰
く
「
バ
ブ

ル
だ
」。
近
年
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

効
果
が
大
き
い
。

経
営
面
積
は
２
・
４
ha
。
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
、
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
、

が
６
割
以
上
と
い
わ
れ
る
。「
ワ
イ
ン
は

女
性
を
呼
ぶ
！
」
我
な
が
ら
至
極
名
言

と
思
う
。

洒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
い
。
ワ
イ

ナ
リ
ー
付
設
も
あ
る
が
、
独
立
し
た
街

の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
洒
落
た
も
の
が
あ
る
。

勝
沼
バ
イ
パ
ス
沿
い
下
岩
崎
に
あ
る
ビ

ス
ト
ロ
（
東
京
銀
座
の
有
名
フ
ラ
ン
ス

料
理
店
の
シ
ェ
フ
が
開
業
）
に
入
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
人
ツ
ア
ー
客
も
見
か
け
る
。

景
観
と
美
食
が
楽
し
め
る
。

観
光
農
園
は
明
治
期
に
発
生
し
た
が

（
明
治
25
年
宮
光
園
）、
大
き
く
発
展
し

た
の
は
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
（
58
年
、
国

道
20
号
線
）
や
中
央
自
動
車
道
（
77
年
）

の
開
通
で
団
体
客
が
増
え
た
こ
と
が
要

因
だ
。
そ
の
後
も
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る

家
族
連
れ
観
光
客
が
増
え
た
。
近
年
は
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峡
東
地
域
の
農
業
は
、
土
地
生
産
性

が
高
い
。
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
１
ha

当
た
り
農
業
生
産
額
は
７
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
。
県
平
均
の
２
倍
近
い
。
果

樹
は
集
約
的
作
物
で
あ
り
、
付
加
価
値

が
高
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
態
ベ
ー
ス

で
言
う
と
、
品
質
が
良
く
「
秀
」
等
級

の
多
い
農
家
、
積
極
的
な
農
業
経
営
者

の
粗
収
入
は
、
70
ａ
規
模
で
１
０
０
０

万
円
で
あ
る
。
家
族
経
営
が
多
い
背
景

だ
（
注
１
）。

全
国
的
に
見
て
も
、
好
成
績
だ
（
全

国
１
７
１
８
市
町
村
比
較
）。
表
２
は
市

町
村
別
農
業
産
出
額
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

位
地
域
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
土
地

生
産
性
の
高
さ
は
ト
ッ
プ
地
域
の
田
原

市
（
花
き
、
野
菜
）、
鉾
田
市
（
野
菜
、

サ
ツ
マ
イ
モ
）、
旭
市
（
野
菜
）
と
肩
を

並
べ
て
い
る
。

１
戸
当
た
り
経
営
規
模
（
生
産
金
額
）

は
、
別
海
町
、
都
城
市
な
ど
畜
産
地
帯

が
高
所
得
農
家
で
あ
り
、
ま
た
耕
種
農

業
の
田
原
市
、
鉾
田
市
な
ど
も
高
所
得

農
家
が
多
く
、
峡
東
地
域
は
必
ず
し
も

ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
で
は
な
い
。
峡
東
地
域

は
土
地
生
産
性
は
高
い
が
、
経
営
耕
地

が
１
ha
程
度
と
小
さ
い
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
経
営
規
模
７
０
０
万
円
と
い
う

の
は
地
域
の
平
均
値
で
あ
っ
て
、
１
億

円
農
家
も
あ
れ
ば
、
１
０
０
万
円
台
の

農
家
も
あ
る
。
そ
し
て
、
小
規
模
農
家

の
離
農
は
進
行
し
て
お
り
、
地
域
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
後
述
）。

小
規
模
な
が
ら
比
較
的
高
所
得
な
の

は
、
峡
東
の
果
樹
は
品
質
が
良
く
、
加

え
て
出
荷
時
期
が
早
い
の
で
、
価
格
が

高
い
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
笛
吹
市

の
モ
モ
の
平
均
価
格
（
２
０
２
２
年
）

は
１
㎏
当
た
り
９
０
０
円
で
あ
る
が
、

福
島
産
は
時
期
が
遅
い
こ
と
も
あ
っ
て

６
０
０
円
で
あ
る
。

経
営
形
態
は
家
族
経
営
が
多
く
、
夏

場
は
モ
モ
、
秋
は
ブ
ド
ウ
、
冬
は
柿
（
加

工
）
と
複
合
作
目
を
栽
培
し
て
い
る
の

が
多
い
。
リ
レ
ー
式
に
栽
培
し
て
い
る

の
で
、
労
働
期
間
が
長
い
。
つ
ま
り
、

稼
ぐ
期
間
が
長
い
。
小
規
模
な
家
族
経

営
で
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的
高
所
得
に

な
っ
て
い
る
理
由
だ
。

出
荷
は
個
人
出
荷
が
多
い
。
例
え
ば
、

モ
モ
の
場
合
、
最
も
発
展
し
た
産
地
で

あ
る
一
宮
地
区
で
は
、
Ｊ
Ａ
向
け
出
荷

は
４
割
弱
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
の
場
合
も
、

観
光
農
園
や
直
売
所
が
多
い
の
で
（
特

に
勝
沼
地
区
）、
個
人
出
荷
が
多
い
。
峡

東
地
域
に
は
観
光
農
園
が
３
３
０
も
あ

家
族
経
営

―
小
規
模
な
が
ら
高
収
益

3

日
本
一の
ブ
ド
ウ
産
地
へ
の
道

4 る
。
一
番
多
い
の
は
甲
州
市
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
経
営
が
み
ら

れ
る
。
こ
の
多
様
性
の
中
に
民
主
主
義
、

市
場
原
理
の
基
本
要
件
で
あ
る
イ
ン
デ

ィ
ビ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
見
る
思
い
が

す
る
。

注
１
：�

農
水
省
統
計
で
は
、
農
協
向
け
出
荷

は
把
握
さ
れ
て
い
る
が
個
人
出
荷
分

は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
峡
東
地
域
の

果
樹
は
個
人
出
荷
が
多
い
の
で
、
農
水

省
統
計
よ
り
実
態
は
高
い
。
例
え
ば
、

笛
吹
市
の
モ
モ
出
荷
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の

シ
ェ
ア
は
一
宮
地
区
が
４
割
弱
、
御
坂

地
区
は
９
割
（
推
定
）
に
な
る
。
農

水
省
統
計
は
こ
れ
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
実
態
の
果
樹
生
産
額
は

４
割
く
ら
い
高
い
と
言
え
よ
う
。
農
業

生
産
額
で
は
３
割
近
く
多
い
か
。

勝
沼
は
ブ
ド
ウ
栽
培
発
祥
の
地
で
あ

る
。
日
本
固
有
の
品
種
「
甲
州
」
は
伝

説
に
よ
る
と
１
３
０
０
年
前
（
８
０
０

年
前
説
も
あ
り
）
に
遡
る
。
コ
ー
カ
サ

ス
地
方
カ
ス
ピ
海
沿
岸
か
ら
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
経
て
中
国
経
由
で
伝
来
し
、
気

候
風
土
の
合
っ
た
勝
沼
に
定
着
し
た
。

明
治
初
期
に
、
ワ
イ
ン
が
本
格
的
に

産
業
化
し
た
の
も
勝
沼
で
あ
っ
た
（
１

４
０
年
前
）。
大
正
期
に
は
、
欧
州
系

品
種
の
導
入
、
養
蚕
業
の
衰
退
に
伴
い
、

桑
畑
が
ブ
ド
ウ
畑
に
転
換
さ
れ
て
い
っ

た
。現

在
、
生
食
用
、
ワ
イ
ン
醸
造
用
に

表1：峡東地域の農業指標（2020年）

出所：農水省「農林業センサス」「作物統計」
　　　「農業生産所得統計」

農業
経営体
（体）

耕地
面積

（ha）

農業生産額
（億円）

1ha当たり
生産額

（万円）計 果樹

笛吹市 3,185 3,250 242 214 744

甲州市 2,011 1,980 157 146 795

山梨市 1,640 1,870 121 116 649

峡東地域 6,836 7,100 521 476 734

山梨県 14,970 23,300 974 650 418

全国 1,076千 4,372千 89,370 8,741 204

順
位 市町村 産出額 

（億円）
１農業

経営体当たり
（万円）

１ha当たり
産出額

（万円）
1 都城市(宮崎) 865 2,963 709
2 田原市(愛知) 825 2,761 1,311
3 別海町(北海道) 663 8,835 105
4 鉾田市(茨城) 640 2,909 749
5 新潟市(新潟) 570 810 174
6 旭市(千葉) 489 2,528 779
7 浜松市(静岡) 471 886 396
47 笛吹市(山梨) 242 759 744
130 甲州市(山梨） 157 783 795
188 山梨市(山梨) 121 740 649
山梨県(平均) 974 651 418
全国(平均) 89,370 831 204

表2：市町村別農業産出額等の比較（2020年）

出所：農水省「わがマチ・わがムラ（市町村ランキング）」
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多
種
多
様
な
ブ
ド
ウ
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
品
種
・
系
統
数
は
登
録
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
け
で
も
１
５
０
種
に
及
ぶ
。

農
家
が
自
主
開
発
し
た
未
登
録
品
種
も

多
い
。

甲
州
種
の
流
転
の
歴
史

「
甲
州
」
は
、
か
っ
て
は
生
食
用
・
加

工
用
が
共
存
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
ほ

と
ん
ど
が
ワ
イ
ン
原
料
用
で
あ
る
。
１

９
７
０
年
代
は
作
付
を
奨
励
さ
れ
補
助

金
も
出
た
が
、
糖
度
が
低
く
（
15
～
16

度
）、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
が
造
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
、
今
度
は
伐
採
が
奨
励
さ

れ
た
（
ま
た
補
助
金
）。

甲
州
種
を
救
っ
た
の
は
ワ
イ
ン
製
法

の
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
83
年
、
シ
ャ

ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
が
「
シ
ュ
ー
ル
リ

ー
製
法
」
の
甲
州
ワ
イ
ン
を
売
り
出
し

た
。
大
好
評
。
甲
州
が
見
直
さ
れ
、
伐

採
を
免
れ
た
。

従
来
の
ワ
イ
ン
醸
造
で
は
、
発
酵
が

終
わ
っ
た
後
、
発
生
し
た
澱お
り

を
早
ら
か

に
取
り
除
く
の
が
常
識
で
あ
っ
た
が
、

シ
ュ
ー
ル
リ
ー
で
は
そ
の
ま
ま
発
酵
容

器
の
底
部
に
残
し
、
旨
味
成
分
を
引
き

出
す
製
法
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
技
術

で
あ
る
が
、
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン

が
甲
州
種
ワ
イ
ン
へ
の
応
用
を
開
発
し

た
。
こ
れ
で
“
淡
麗
で
薫
り
高
い
辛
口
”

の
ワ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（
辛

口
化
）。
醸
造
法
の
画
期
的
な
革
新
で

あ
る
。

90
年
、
メ
ル
シ
ャ
ン
は
シ
ュ
ー
ル
リ

ー
製
法
の
技
術
を
公
開
し
た
。
公
開
技

術
説
明
会
に
は
勝
沼
地
区
の
ワ
イ
ナ
リ

ー
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
、
甲
州
種
ワ
イ

ン
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ュ
ー
ル
リ
ー
製
法

に
転
換
し
た
。
絶
滅
危
機
か
ら
の
復
活

で
あ
る
。
シ
ュ
ー
ル
リ
ー
製
法
の
導
入

は
甲
州
を
救
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
の
ワ
イ
ン
の
評
価
が
上
が
っ
て
い
く

た
め
の
転
換
点
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
本
場
フ
ラ
ン

ス
へ
の
国
産
ワ
イ
ン
の
輸
出
で
あ
る
。

本
場
へ
の
輸
出
で
あ
る
以
上
、
日
本
固

有
品
種
こ
そ
強
く
、
成
功
す
る
。
Ｅ
Ｕ

へ
の
本
格
輸
出
の
始
ま
り
は
２
０
０
８

年
で
あ
る
が
、
11
年
に
は
甲
州
の
栽
培

面
積
が
増
え
だ
し
た
。

甲
州
ワ
イ
ン
の
輸
出
成
功
は
、
業
界

の
内
外
に
影
響
し
、
日
本
ワ
イ
ン
の
伸

長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
国
産

ワ
イ
ン
の
伸
長
、
参
入
者
拡
大
も
、「
日

本
ワ
イ
ン
」
の
法
的
な
定
義
も
こ
の
こ

ろ
か
ら
で
あ
る
。

世
界
進
出
を
機
に
栽
培
方
法
に
も
変

化
が
出
て
き
た
。
甲
州
は
樹
勢
が
強
く
、

「
棚
式
」
栽
培
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
糖
度
が
低
く
美
味
し
い
ワ
イ
ン

は
造
れ
な
い
と
考
え
、
輸
出
振
興
の
旗

振
り
役
で
も
あ
る
中
央
葡
萄
酒
㈱
（
三

澤
茂
計
社
長
）
は
、
欧
州
系
と
同
じ
く

垣か
き
ね根
栽
培
、
高
畝
方
式
を
採
用
し
（
明

野
農
場
）、
糖
度
は
20
度
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
垣
根
栽
培
か
棚
式
か
は

長
年
業
界
で
論
争
が
続
い
て
い
る
が
、

世
界
で
勝
負
と
い
う
異
次
元
の
世
界
に

入
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム

２
０
１
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、「
日

本
ワ
イ
ン
」
ブ
ー
ム
が
発
生
、“
日
本
固

有
品
種
”
と
い
う
こ
と
で
、
甲
州
が
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

加
工
用
ブ
ド
ウ
は
価
格
が
安
い
の
で

（
１
㎏
当
た
り
甲
州
２
５
０
円
、
生
食
用

巨
峰
１
０
０
０
円
）、
栽
培
農
家
が
増

え
な
い⇒

日
本
ワ
イ
ン
は
成
長
し
な
い

等
の
見
方
が
あ
る
が
、
生
産
者
の
高
齢

化
と
共
に
生
食
用
か
ら
加
工
用
へ
の
転

換
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
自
社
畑
開
発
で
、

原
料
供
給
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

加
工
用
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い

と
い
う
の
が
、
こ
の
業
界
の
“
常
識
”

で
あ
る
。
し
か
し
、
不
都
合
な
真
実
が

起
き
て
い
る
。“
ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ
ド
ウ

専
業
農
家
”
が
出
現
し
て
い
る
。
矢
野

貴
士
氏
だ
（
１
９
８
０
年
生
）。

矢
野
氏
は
熊
本
生
ま
れ
。
11
年
前
、

「
地
場
品
種
」（
甲
州
）
に
魅
力
を
感
じ
、

甲
州
市
に
来
た
。
昼
間
は
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
き
、
夕
方
は
畑
の
仕
事
を
し
た
。

７
年
前
独
立
し
、
借
地
で
ブ
ド
ウ
栽
培

農
家
一
本
に
な
っ
た
。
現
在
、
経
営
耕

地
面
積
は
２
ha
（
ほ
か
に
研
修
生
に
委

嘱
40
ａ
）、
近
々
１
ha
増
え
る
予
定
。
一

人
で
は
２
ha
が
限
界
な
の
で
、
来
年
か

ら
一
人
雇
用
し
、
法
人
化
の
予
定
。

栽
培
品
種
は
、
現
状
ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル

等
８
品
種
で
あ
る
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か

ら
導
入
し
た
試
験
品
種
も
栽
培
し
て
い

る
（
試
験
木
２
本
）。
勝
沼
の
自
然
風

土
に
適
合
す
る
な
ら
、
本
格
栽
培
に
進

む
よ
う
だ
。
ま
る
で
試
験
場
み
た
い
だ
。

地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
も
出
荷
し
て
き
た
。
し
か
し
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
出
て
、
加
工

用
か
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
切
り

替
え
る
ブ
ド
ウ
生
産
者
が
多
く
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
原
料
不
足
に
な
っ
て
き
た
。

地
元
の
酒
造
組
合
か
ら
「
県
外
に
ブ
ド

ウ
を
出
さ
ん
で
く
れ
」
と
い
う
話
も
出

て
い
る
よ
う
だ
。
勝
沼
は
も
と
も
と
原

料
不
足
の
地
域
で
あ
る
が
、
酒
造
組
合

は
危
機
感
が
漂
っ
て
い
る
。

生
産
者
の
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
。

高
価
格
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出

現
で
一
時
的
に
離
農
が
延
期
さ
れ
て
い

る
が
、
や
が
て
ブ
ー
ム
は
終
わ
る
。
耕

作
放
棄
地
も
増
え
か
ね
な
い
。
借
地
専

業
の
矢
野
氏
は
近
い
将
来
、
勝
沼
ブ
ド

ウ
業
界
の
救
世
主
的
存
在
に
な
ろ
う
。
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第 14 回／山梨県◦扇状地の土地利用と果樹世界世界 を訪ねて農業遺産

て
い
る
。
岡
山
、
山
梨
、
福
島
、
山
形

が
主
な
産
地
で
あ
る
。山
梨
は“
全
国
一
”

の
モ
モ
産
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

要
因
は
、
⑴
水
は
け
が
よ
い
等
地
質
が

果
樹
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、

盆
地
で
あ
る
た
め
⑵
昼
夜
の
温
度
差
、

⑶
日
照
時
間
が
長
い
（
味
、
色
付
き
に

影
響
）、
⑷
雨
量
が
少
な
い
、
夏
場
、
梅

雨
時
の
大
雨
が
少
な
い
こ
と
等
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

山
梨
の
モ
モ
の
特
徴
は
「
赤
い
モ
モ
」

で
あ
る
が
（
vs
岡
山
は
白
桃
）、
日
照
時

間
、
日
当
た
り
の
良
さ
が
「
赤
い
モ
モ
」

を
演
出
、
盆
地
の
条
件
が
強
い
競
争
力

を
作
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
⑸
東
京

市
場
に
近
い
。
モ
モ
は
日
持
ち
が
悪
い

の
で
鮮
度
が
一
番
重
要
。
中
央
自
動
車

道
の
開
通
の
効
果
が
大
き
い
。

モ
モ
と
ブ
ド
ウ
は
競
合
し
て
い
る
。

農
家
は
作
業
負
担
、
収
益
性
を
検
討
し

て
栽
培
品
目
を
決
め
て
い
る
。
70
年
代

は
モ
モ
の
栽
培
面
積
が
減
っ
た
。
農
家

の
高
齢
化
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
、

脚
立
の
上
り
下
り
な
ど
作
業
負
担
が
大

き
い
た
め
、
複
合
栽
培
か
ら
、
よ
り
省

力
的
な
ブ
ド
ウ
の
み
の
栽
培
に
移
行
し

た
農
家
が
多
か
っ
た
。

80
年
代
後
半
、
乗
用
リ
フ
ト
の
普
及

全
国
一
の
モ
モ
産
地
、
笛
吹
市
一
宮

町
は
、
明
治
初
期
か
ら
養よ
う
さ
ん蚕
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。
品
質
が
優
れ
た
繭ま
ゆ

を
生
産
し
、

農
地
の
70
％
は
桑
畑
で
、
農
家
の
ほ
と

ん
ど
は
養
蚕
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
世
界
恐
慌
が
発
生
し
た

昭
和
初
期
に
は
深
刻
な
養
蚕
不
況
に
見

舞
わ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
で
果

樹
栽
培
を
学
び
帰
国
し
た
加
藤
重
春
氏

（
一
宮
出
身
）
は
、
東
京
の
青
果
市
場
を

見
て
モ
モ
に
着
目
し
、
岡
山
か
ら
優
良

品
種
の
苗
木
を
入
手
、
栽
培
を
始
め
た
。

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
。
こ
れ
が
当

地
の
モ
モ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

一
宮
町
の
果
樹
栽
培
が
発
展
期
に
入

っ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。
戦
後
も
ま
だ

田
と
桑
畑
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た

が
、
１
９
５
９
年
伊
勢
湾
台
風
の
後
、

果
樹
へ
の
切
り
替
え
が
進
み
、
65
年
に

な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
果
樹
園
に
変
わ

っ
た
。
米
麦
、
養
蚕
を
主
と
し
た
農
業

経
営
か
ら
、
果
樹
中
心
の
農
業
経
営
に

一
大
転
換
し
た
。
モ
モ
と
ブ
ド
ウ
の
複
合

経
営
が
多
い
。

赤
い
モ
モ
の
競
争
力

ブ
ド
ウ
は
全
国
ど
こ
で
も
栽
培
さ
れ

て
い
る
が
、
モ
モ
は
産
地
が
限
定
さ
れ

モ
モ
全
国
一の
産
地
へ

5

で
モ
モ
栽
培
の
省
力
化
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
、
栽
培
が
増
え
た
。
収
益
性
は

モ
モ
の
方
が
高
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

近
年
再
び
、
ブ
ド
ウ
に
切
り
替
え
る
農

家
が
出
て
い
る
。
こ
の
10
年
、
大
人
気

の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
モ
モ
よ
り

高
収
益
に
な
っ
た
せ
い
だ
。
農
業
経
営

者
の
行
動
は
価
格
の
関
数
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

へ
の
切
り
替
え
が
増
え
た
の
で
、
モ
モ

が
不
足
気
味
に
な
り
、
価
格
も
高
値
の

よ
う
だ
。ま
た
、同
じ
ブ
ド
ウ
分
野
で
も
、

甲
州
か
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
へ
の

改
植
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
ワ
イ
ナ
リ

ー
は
原
料
不
足
で
困
っ
て
い
る
。

共
選
所
の
技
術
革
新

一
宮
の
モ
モ
は
、
個
人
出
荷
が
多
い
。

笛
吹
農
協
の
推
定
に
よ
る
と
、
一
宮
地

区
の
モ
モ
出
荷
量
の
う
ち
、
Ｊ
Ａ
向
け

は
３
～
４
割
と
い
う
（
Ｊ
Ａ
集
荷
２
４

０
０
ｔ
、
一
宮
生
産
量
６
５
０
０
ｔ
）。

た
だ
、
農
家
の
高
齢
化
で
、
Ｊ
Ａ
向
け

出
荷
が
増
え
る
傾
向
も
あ
る
。
筆
者
が

聞
き
取
り
調
査
し
た
鈴
木
幸
弘
農
園

（
ブ
ド
ウ
30
ａ
、
モ
モ
20
ａ
）
の
場
合
、

出
荷
は
去
年
ま
で
「
宅
配
」（
通
販
）
で

あ
っ
た
が
、
今
年
か
ら
農
協
に
出
し
た
。

農
協
出
荷
は
共
選
所
に
持
ち
込
め
ば
そ

れ
で
済
む
。
包
装
梱
包
な
ど
、
面
倒
な

出
荷
作
業
を
し
な
く
て
済
む
か
ら
だ
。

近
所
の
人
た
ち
は
「
宅
配
」
＋
「
Ｊ
Ａ
」

だ
と
い
う
。

共
選
所
の
技
術
革
新
で
、
農
協
へ
の

回
帰
が
起
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

一
宮
西
地
区
統
合
共
選
所
は
、
４
つ
あ

っ
た
共
選
所
を
統
合
、
近
代
化
し
、
６

年
前
稼
働
し
た
。
生
産
者
は
モ
モ
を
持

ち
込
む
だ
け
、
後
は
積
み
下
ろ
し
か
ら

光
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
選
果
、
箱
詰
め
ま

で
、
施
設
に
雇
わ
れ
た
人
た
ち
が
処
理

し
て
く
れ
る（
パ
ー
ト
が
１
０
０
人
も
）。

光
セ
ン
サ
ー
は
糖
度
、
形
状
を
瞬
間
的

に
測
定
し
、
自
動
選
別
す
る
。
前
予
冷・

保
冷
庫
施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
投

資
額
10
億
円
。

生
産
者
は
労
働
が
軽
減
さ
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
で
単
価
も
上

が
り
、
出
荷
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た
手

取
り
は
共、

、

、

、

、

、

、

販
の
方
が
高
い
。
こ
う
し
た

効
果
か
ら
、
モ
モ
の
共
販
出
荷
者
は
統

合
前
の
小
さ
な
共
選
所
時
代
の
計
１
５

０
名
か
ら
、
い
ま
は
３
９
０
名
に
増
え

た
。
高
齢
化
に
よ
る
離
農
予
備
軍
も
、

共
選
所
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
お
陰
で
、

離
農
せ
ず
に
済
ん
で
い
る
。

モ
モ
と
ブ
ド
ウ
で
稼
げ
る
人
が 

い
る
か
ら
「
景
観
」
保
て
る

山
梨
市
で
、
モ
モ
を
栽
培
し
、
１
０

０
％
宅
配
出
荷
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
加
工
で

発
展
し
て
い
る
農
業
経
営
者
が
い
る
。



48農業経営者 2022 年 11 月号

ワ
イ
ン
発
祥
の
地
、ワ
イ
ン
文
化
根
付
く

6

農
業
生
産
法
人
㈲
ピ
ー
チ
専
科
ヤ
マ
シ

タ
の
山
下
一
公
社
長
（
62
歳
）
は
、
大

学
卒
業
後
25
歳
で
就
農
、
現
在
、
モ
モ

栽
培
６
ha
（
成
園
３
ha
）、
柿
50
ａ
を

経
営
し
て
い
る
（
こ
の
ほ
か
ブ
ド
ウ
50

ａ
を
委
嘱
）。

モ
モ
は
白
鳳
、
あ
か
つ
き
、
川
中
島

な
ど
49
品
種
栽
培
し
て
い
る
が
、
自
分

で
開
発
し
た
品
種
も
数
種
類
あ
る
。
白

鳳
の
後
に
出
る
「
ヤ
マ
ト
」
が
そ
う
で

あ
る
が
（
品
種
登
録
せ
ず
）、
色
付
き
、

玉
張
り
（
大
玉
）、
味
と
３
拍
子
揃
っ
た

品
種
だ
。

モ
モ
は
成
園
３
ha
で
、
20
万
粒
、
60

ｔ
だ
。
１
割
は
落
下
、
２
～
２
・
５
割

は
ギ
フ
ト
に
な
ら
な
い
の
で
直
売
や
ジ

ェ
ラ
ー
ト
加
工
用
、
７
割
は
宅
配
出
荷

で
あ
る
。ギ
フ
ト
用
は
２
㎏（
６
～
７
個
）

で
３
８
０
０
円
。
糖
度
12
度
以
上
を
出

荷
す
る
（
光
セ
ン
サ
ー
計
測
）。
今
年
は

雨
が
少
な
く
、
糖
度
は
14
～
15
度
と
高

か
っ
た
よ
う
だ
。

40
年
前
の
就
農
時
に
比
べ
る
と
、
農

業
経
営
は
自
由
度
が
高
ま
っ
た
と
い

う
。
ネ
ッ
ト
販
売
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の

お
陰
で
自
分
で
売
れ
る
し
、
ま
た
農
協

の
圧
力
も
個
人
出
荷
を
止
め
る
力
は
な

く
な
っ
た
。
高
齢
農
家
の
引
退
時
期
が

来
て
い
る
の
で
、
土
地
の
入
手
も
容
易

だ
。
農
業
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な

っ
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
加
工
は
、
規
模
拡

日
本
で
ワ
イ
ン
が
本
格
的
に
産
業
化

し
た
の
は
明
治
初
期
、
山
梨
県
甲
州
勝

沼
で
あ
っ
た
。
日
本
最
初
の
民
間
ワ
イ

ン
会
社
「
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
」

の
設
立
は
１
８
７
７
年
（
明
治
10
）、
文

明
開
化
と
共
に
ワ
イ
ン
造
り
が
本
格
化

し
た
。

い
ま
、
山
梨
県
に
は
約
90
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
35
は
勝
沼

に
立
地
し
て
い
る
。
人
口
８
０
０
０
人

の
町
に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
35
、
日
本
一
の

醸
造
業
密
集
地
域
で
あ
る
。
勝
沼
は
日

本
の
ワ
イ
ン
の
メ
ッ
カ
だ
。

ガ
リ
ヴ
ァ
ー
か
ら
小
人
ま
で

山
梨
県
ワ
イ
ナ
リ
ー
産
業
は
、
大
手

２
社
、
中
堅
10
社
、
小
規
模
70
社
か
ら

大
し
た
と
き
、
無
駄
に
な
る
果
実
が
増

え
た
の
で
、
無
駄
の
な
い
経
営
を
目
指

し
て
始
め
た
。

売
上
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
（
カ
フ
ェ

ラ
・
ペ
ス
カ
）
５
０
０
０
万
円
、
ギ
フ

ト
用
出
荷
６
０
０
０
万
円
。
ラ
・
ペ
ス

カ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
大
好
評
で
、
夏
の

期
間
（
６
～
９
月
）
は
東
京
か
ら
お
客

が
多
い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
、
環
境
配
慮
の
栽
培
管
理

を
行
な
っ
て
い
る
。
農
薬
は
農
協
指
導

基
準
の
半
分
、
化
学
肥
料
は
使
わ
な
い
。

草
生
栽
培
で
あ
り
、
除
草
は
年
８
回
、

草
刈
り
機
で
行
な
い
、
刈
っ
た
草
は
有

機
物
と
し
て
土
に
還
元
し
て
い
る
。
草

刈
り
の
機
械
が
開
発
さ
れ
た
か
ら
、
草

生
栽
培
が
で
き
る
と
い
う
。

世
界
農
業
遺
産
認
定
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
。
自
分
た
ち
の
「
日
常
」
が
認

定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

認
定
で
「
景
観
」
が
良
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。「
モ
モ
と
ブ
ド
ウ
で
カ
ネ
と
っ

て
い
る
人
が
い
る
か
ら
、
景
観
は
保
た

れ
て
い
る
」。
経
営
者
が
い
て
ブ
ド
ウ
園

が
荒
れ
な
か
っ
た
か
ら
モ
ザ
イ
ク
状
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

い
ま
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
お
陰

で
ブ
ド
ウ
園
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、

や
が
て
シ
ャ
イ
ン
流
行
は
終
わ
る
（
中

国
、
韓
国
か
ら
の
輸
入
も
）。

成
る
。
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
、
サ
ン
ト
リ
ー

が
2
大
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、
主
に
外
国
産

原
料
を
処
理
し
て
き
た
。
中
堅
グ
ル
ー

プ
は
地
元
資
本
が
多
く
、
勝
沼
醸
造
、

中
央
葡
萄
酒
、丸
藤
葡
萄
酒
、シ
ャ
ト
ー・

メ
ル
シ
ャ
ン（
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
）な
ど
、

日
本
ワ
イ
ン
を
主
に
生
産
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
勝
沼
に
集
中
立
地
。
ガ
リ
ヴ

ァ
ー
か
ら
小こ
び
と人

ま
で
。

勝
沼
地
区
に
は
、
戦
前
、
農
家
が
地

区
や
集
落
ご
と
に
組
織
し
た
共
同
醸
造

組
合
に
よ
る
小
規
模
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

沢
山
残
っ
て
い
る
。
菱
山
中
央
醸
造
㈲

（
三
森
斉
代
表
、
58
歳
）
も
、
農
家
組

合
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。
農
家
が
ブ
ド

ウ
を
持
ち
寄
り
（
10
月
中
旬
）、
共
同

作
業
で
醸
造
し
、
一
冬
発
酵
さ
せ
、
３

い
ま
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
従

来
ブ
ド
ウ
に
比
べ
、
面
積
当
た
り
２
～

３
倍
の
収
入
が
あ
る
が
、
や
が
て
こ
れ

は
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
、
ブ
ド
ウ
農

家
は
減
る
。
誰
が
景
観
を
保
全
す
る
の

か
。
山
下
氏
の
問
題
意
識
は
鋭
い
。「
実

業
家
」
の
言
葉
は
至
極
名
言
だ
。
物
事

の
真
理
に
肉
薄
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
机
上
の
理
論
を
吹
き
飛
ば
す
。

筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
山
・
川
・
海

の
自
然
は
、
農
林
漁
業
の
担
い
手
が
あ

っ
て
初
め
て
保
全
さ
れ
る
（
本
誌
22
年

６
月
号
拙
稿
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
の

現
地
ル
ポ
参
照
）。
担
い
手
を
強
く
し
、

時
代
の
変
化
、
社
会
変
動
の
中
に
あ
っ

て
、
農
業
経
営
者
が
生
き
残
れ
る
政
策

こ
そ
望
ま
れ
る
。
自
然
保
護
や
環
境
論

は
高
尚
な
綺
麗
ご
と
の
議
論
が
多
く
、

ゼ
ニ
カ
ネ
の
問
題
を
嫌
う
が
、
そ
れ
で

は
役
に
立
た
な
い
。
世
界
農
業
遺
産
認

定
は
、
担
い
手
＝
農
業
経
営
者
の
強
化

に
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
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月
蔵
出
し
に
は
持
ち
寄
っ
た
ブ
ド
ウ
量

に
応
じ
て
ワ
イ
ン
を
１
升
瓶
に
詰
め
て

持
ち
帰
る
。つ
ま
り
、自
分
た
ち
の
原
料
、

自
分
た
ち
で
仕
込
み
、
自
分
た
ち
で
瓶

詰
め
す
る
。
農
家
の
人
た
ち
が
自
分
の

晩
酌
用
に
造
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も

贅
沢
に
仕
込
ん
で
い
る
。
昔
な
が
ら
の

「
手
絞
り
」
で
、
ラ
ベ
ル
の
な
い
葡
萄
酒

で
あ
る
。
生
産
規
模
は
１
升
瓶
換
算
４

０
０
０
本
（
７
２
０
㎖
１
万
本
）
前
後

の
小
さ
な
蔵
で
あ
る
。

一
口
飲
ん
で
「
お
見
事
！
」
と
言
い

た
く
な
る
よ
う
な
ワ
イ
ン
だ
。
勝
沼
菱

山
地
区
の
ブ
ド
ウ
は
美
味
し
い
と
定
評

が
あ
る
が
、
こ
の
地
区
の
農
家
が
自
分

が
飲
む
た
め
の
ワ
イ
ン
造
り
で
あ
る
か

ら
、
完
熟
し
た
選
り
す
ぐ
り
の
ブ
ド
ウ

を
持
ち
寄
る
。
ワ
イ
ン
は
８
割
は
ブ
ド

ウ
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
特
別
の
原

料
ブ
ド
ウ
で
造
る
以
上
、
旨
い
ワ
イ
ン

に
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
。

三
森
氏
は
「
農
業
生
産
法
人
ぶ
ど
う

ば
た
け
」
も
経
営
し
て
い
る
。
経
営
面

積
５
ha
（
う
ち
借
地
３
ha
）。
近
年
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
大
ヒ
ッ
ト
し

た
の
で
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
担
い
手
が
増

え
、
土
地
流
動
化
は
従
来
に
比
べ
て
抑

制
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
生
食
用
ブ
ド

ウ
は
通
販
や
直
売
で
あ
る
が
、
ぶ
ど
う

が
丘
の
真
下
に
あ
る
お
店
は
顧
客
が
い

っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
三
森
氏
は
え
び
す

顔
だ
っ
た
。

丸
藤
葡
萄
酒
工
業
㈱
（
大
村
春
夫
社

長
）
は
、１
８
９
０
年
（
明
治
23
）
創
業
、

１
３
２
年
の
歴
史
が
あ
る
一
番
の
老
舗

だ
。
自
社
畑
２
ha
、
自
主
管
理
２
・
５

ha
。
塩
尻
桔
梗
が
原
か
ら
の
購
入
ブ
ド

ウ
を
含
め
て
原
料
１
３
０
ｔ
処
理
し
て

い
る
年
産
15
万
～
16
万
本
の
中
堅
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
あ
る
。
製
品
は
白
赤
半
々
、

商
品
名
「
ル
パ
イ
ヤ
ー
ト
」。

甲
州
種
の
ブ
ド
ウ
は
“
棚
式
”
の
栽

培
で
、
10
ａ
当
た
り
収
量
は
１
・
８
～

２
ｔ
、
糖
度
は
15
～
16
度
で
あ
る
。
収

量
制
限
し
て
も
、
糖
度
は
上
が
ら
な
い

と
い
う
。
醸
造
タ
ン
ク
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
。
60
年
前
造
っ
た
タ
ン
ク
だ
（
当

時
は
桶
の
時
代
で
、
ま
だ
ス
テ
ン
レ
ス

製
は
な
か
っ
た
）。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
タ
ン

ク
は
外
気
温
の
影
響
を
受
け
に
く
い
よ

う
だ
。
初
め
て
見
た
。
お
そ
ら
く
日
本

唯
一
で
あ
ろ
う
。
最
近
フ
ラ
ン
ス
で
は

そ
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
が
復
活
し
て
い
る
と
い
う
。

ル
パ
イ
ヤ
ー
ト
の
甲
州
ワ
イ
ン
は
シ

ュ
ー
ル
リ
ー
製
法
で
あ
る
。
オ
レ
ン
ジ

ワ
イ
ン
も
造
っ
て
い
る
。
甲
州
の
野
生

酵
母
を
使
っ
て
自
然
発
酵
さ
せ
た
も
の

だ
（
年
３
０
０
０
本
）。

大
村
社
長
に
よ
る
と
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

経
営
は
一
国
一
城
の
主
だ
。
小
さ
な
ワ

イ
ナ
リ
ー
は
オ
ー
ナ
ー
型
で
あ
り
、
作

り
手
の
個
性
が
出
て
い
る
。

い
ま
、
ワ
イ
ン
業
界
に
と
っ
て
一
番

の
問
題
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

爆
発
的
人
気
だ
そ
う
だ
。
栽
培
農
家
に

と
っ
て
は
福
音
だ
が
、
ワ
イ
ン
醸
造
用

の
「
甲
州
」
を
作
っ
て
く
れ
な
い
。
80

歳
の
お
ば
ー
ち
ゃ
ん
も
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
に
改
植
し
て
い
る
よ
う
だ（
収

穫
は
85
歳
時
に
な
る
）。

な
お
、ワ
イ
ン
は
北
上
す
る
（
表
３
）。

家
族
経
営
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
再
考

7先
に
見
た
よ
う
に
、
峡
東
地
域
は
土

地
生
産
性
が
高
く
（
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
）、
そ
の
こ
と
が
家
族
経
営
の
維

持
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か

し
、
家
族
経
営

の
持
続
性
に
つ

い
て
は
問
題
が

残
さ
れ
て
い

る
。
表
４
に
示

す
よ
う
に
、
農

家
数
は
減
少
し

て
き
た
。
こ
の

20
年
間
に
、
山

梨
市
は
46
％

減
、
甲
州
市
は

33
％
減
、
笛
吹

市
は
32
％
減
で

あ
る
。

経
営
面
積
が
１
ha
未
満
の
農
家
も
多

い
の
で
、
そ
れ
で
は
限
界
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
土
地
生
産
性
の
高

さ
は
所
得
水
準
の
高
さ
と
同
じ
で
は
な

い
）。
大
都
市
の
他
産
業
と
の
競
争
の
中

で
、
農
家
の
後
を
継
が
な
い
子
弟
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
小
零
細
規

模
で
は
、
都
市
と
の
競
争
に
敗
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ー
ム
で

離
農
を
延
期
し
て
い
る
高
齢
化
農
家

も
、
ブ
ー
ム
終
焉
の
可
能
性
と
一
段
の

高
齢
化
進
展
で
、
や
が
て
離
農
す
る
で

あ
ろ
う
。
小
零
細
規
模
の
ま
ま
で
は
継

続
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。「
家
族
経
営
」

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
性
）
が
問
わ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

表3：都道府県別の
　　  ワイナリー数（日本ワイン）

出所：国税庁「国内製造ワインの概況」
注：�2021年は輸入果汁を原料としたワイナ
リーを含む（ただし、新興地域における
ワイナリー増加は日本ワインである）。

11年 19年 21年
山梨 55 85 92
長野 12 38 62
北海道 7 37 46
山形 11 15 19
岩手 5 11 11
全国 154 331 413

笛吹市 甲州市 山梨市 山梨県 全国
2000 4,453 2,846 2,851 26,480 234万
2010 3,790 2,426 1,997 20,043  163万
2020 3,022 1,904 1,519 14,178 103万
00∼20 -32.1% -33.1% -46.1 % -46.5% -56.0% 

表4：峡東地域の農家数の推移（販売農家）

出所：農林業センサス


